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崎県漁政対策委員会（会長 丸山 英満）は、

去る2月15日（水）宮崎県水産会館4階第一研修室にて、

第4回委員会を開催した。協議内容は下記の通り

宮宮宮宮
協議事項

(1)平成23年度ロケット打上げ結果報告について

(2)平成24年度ロケット打上げ計画について

(3)平成24年度種子島周辺漁業対策事業について

(4)その他

政対策委員会第4回委員会にひきつづき、5階大研修室にて平成23年度第2回ロケット打上げに関する事前

協議が行われた。協議内容は下記の通り 漁漁漁漁
議事

(1)平成23年度ロケット打上げ結果について

(2)平成24年度ロケット打上げ計画について(案)

(3)その他

崎県、宮崎県漁業協同組合連合会、信用漁業協同組合連合会では、漁業経営セーフティネット構築事業の

平成24年度の改正点及び新たな融資制度について下記の通り説明会を実施した。宮宮宮宮
1.説明内容

①漁業経営セーフティーネット構築事業について

・事業の概要について

・平成22・23年度実績について

・平成24年度の改正点について

②宮崎県漁業経営安定対策資金事業について

・借り入れ等について

③セーフティーネット及び支援事業の事務手続きについて

2.開催日

(1)平成24年2月20日(月)10時～

①対象漁協

・JF都農町・川南町・一ツ瀬・檍浜・宮崎・宮崎市

②開催場所

・宮崎漁協2階会議室

(2)平成24年2月23日(木)14時～

①対象漁協

・JF島浦町

②開催場所

・島浦町漁協2階会議室

(3)平成24年2月24日(金)10時～

①対象漁協

・JF北浦

②開催場所

・北浦漁協

(4)平成24年2月24日(金)14時～

①対象漁協

・JF延岡・延岡市・庵川・門川・日向市

②開催場所

・延岡市漁協2階会議室

(5)平成24年2月28日(火)10時～

①対象漁協

・JF日南市・南郷・栄松・外浦・串間市東・串間市

②開催場所

・南郷漁協2階会議室
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成24年2月6日(月)サニー貸会議室5階(東京都千代田区内神田)において、近海かつお漁業問題検討会が

開催された。平成23年漁期の総括、平成24年漁期の対応について協議され、5万トン総量規制の継続、7,8

月の休漁実施について承認された。

平平平平
協議事項については次の通り

(1)マリンエコラベルジャパンの取組について 

(2)平成23年漁期の総括

(3)平成24年漁期の対応

①総量規制の取組

②活き餌対策

③休漁の取組

④近海かつお漁労通信協議会からの要望

⑤国際水産資源研究所からの調査協力

(4)放射性物質の新たな基準値について

(5)開発調査センターの第三期計画の取組について

(6)その他

お問い合わせ先

日南市漁業協同組合 0987-23-2111

船主（有）束元壽水産（束元壽一）

0987-22-4066

船名船名船名船名 第十一寿丸

船室船室船室船室 FRP船

トントントントン数数数数・・・・馬力馬力馬力馬力 13トン・（法）160ps

長長長長ささささ××××幅幅幅幅××××深深深深ささささ 11.99m×3.48m×1.84m

主機主機主機主機
種類：ディーゼル 馬力数：650ps

ヤンマー（株）6LAH－ST

進水年月日進水年月日進水年月日進水年月日 平成2年4月10日

設備設備設備設備

補機1台（50馬力×1）定周波1台

（40KVA）無線（200W・25W・1W）レコ

ーダー2台・GPSプロッター2台・魚

探・方探・発電機（40KVA×2台）冷

凍機（7.5KW）（ブライン）造水機（あ

り）・温水機（あり）
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漁協名＼区分

2月分 2月末累計 昨年同月累計 増減
魚価対比

％
数量

t

金額

千円

魚価

円/kg

数量

t

金額

千円

魚価

円/kg

数量

t

金額

千円

魚価

円/kg

数量

t

金額

千円

北浦 2,764 148,943 54 5,364 377,327 70 4,932 351,277 71 432 26,050 -1.2

島浦町 981 95,585 97 1,658 192,939 116 1,260 217,975 173 397 -25,036 -32.7

延岡 38 14,189 374 57 24,405 427 30 10,053 340 28 14,352 25.4

延岡市 58 26,794 465 127 52,488 412 103 74,956 726 24 -22,468 -43.3

庵川 108 48,970 454 199 93,884 471 165 91,776 556 145 2,109 -15.3

門川 35 23,255 670 61 34,499 570 54 27,231 503 -446 7,268 13.3

日向市 488 207,088 425 823 366,990 446 507 317,061 626 316 49,929 -28.7

都農町 30 17,335 576 74 44,646 605 58 32,584 561 16 12,062 7.8

川南町 446 210,112 471 778 373,628 480 543 317,681 585 235 55,947 -17.9

一ツ瀬 13 6,093 459 25 12,684 515 23 15,307 674 2 -2,623 -23.6

檍浜 6 2,655 462 10 5,190 518 5 2,705 532 5 2,485 -2.7

宮崎 98 37,792 388 158 61,086 387 121 61,165 504 36 -79 -23.1

宮崎市 97 45,602 469 155 72,444 467 109 51,821 475 46 20,624 -1.8

日南市 600 243,225 405 878 377,059 429 582 287,023 494 296 90,036 -13.0

南郷 478 205,330 430 958 459,100 479 664 320,591 483 294 138,509 -0.7

栄松 46 21,256 462 71 34,271 484 73 39,840 544 -2 -5,569 -11,1

外浦 212 86,716 409 260 108,403 418 376 179,265 477 -117 -70,861 -12.4

串間市東 202 89,891 445 276 120,657 437 248 125,104 504 28 -4,448 -13.3

串間市 877 450,646 514 1,995 1,026,474 515 1,602 912,969 570 393 113,505 -9.7

合計 7,576 1,981,477 262 13,925 3,838,175 276 11,456 3,436,383 300 2,470 401,792 -8.1

端数処理の関係で、下1桁が合わない部分があります。
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月決算組合の平成23年度通常総会・総代会が一斉に開催され、平成23年度事業報告及び平成24年度事

業計画等の提出議案を審議し承認決定した。

組織及び事業概況は次の通り。

11111111

1.1.1.1.南南南南郷郷郷郷漁協通常漁協通常漁協通常漁協通常総総総総代代代代会会会会
((((2222月月月月3333日日日日))))

2.2.2.2.外浦漁協通常外浦漁協通常外浦漁協通常外浦漁協通常総会総会総会総会
((((2222月月月月8888日日日日))))

3.3.3.3.栄栄栄栄松漁協通常松漁協通常松漁協通常松漁協通常総会総会総会総会
((((2222月月月月14141414日日日日))))

正組合員数 265名

准組合員数 41名

信用事業の貯金高 56億3,073万円

購買事業の取扱高 17億5,065万円

販売事業の取扱高 67億4,368万円

加工事業の取扱高 1億6,129万円

正組合員数 122名

信用事業の貯金高 25億9,667万円

購買事業の取扱高 6億3,865万円

販売事業の取扱高 21億5,623万円

正組合員数 79名

准組合員数 2名 

信用事業の貯金高 6億5,754万円

購買事業の取扱高 1億3,678万円

販売事業の取扱高 5億4,389万円

法令遵守態勢並びに経営管理態勢の整備・確立に向けた取組について

講師全国漁業協同組合連合会

信用・組織指導部部長 石川和彦氏

連・信漁連・JF共済推進本部の3団体主催により、2月21日(火)宮崎県水産

会館において、会員全組合参加の下、理事・監事合同研修会を開催した。こ

れは、平成23年度漁協役職員研修会の一環として行われたもので県下漁協理事・

監事等132名の参加があった。この研修会は全漁連信用・組織指導部石川和彦部

長を講師として招聘し、経営改革に向けた取組の一つとして、より堅固で透明性・信

頼性のある組織を構築していくため、組合の法令遵守態勢やマネジメント態勢を確

立する為の知識を深めるという趣旨での開催となった。研修内容は次のとおり。

漁漁漁漁
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県漁連でもライフジャケットを販売しております。詳しくはコチラをご覧下さい。

る3月30日から開催される「宮崎初かつおフェア2012」の準備が着々と行われています。

(参加店の募集追い込み)

鮮魚店や料理店の参加見込みは、約220店舗と努力目標を掲げ、宮崎市内の料理店、日南海岸のめぼしい所と、

案内状や電話にて、「宮崎初かつおフェア2012」の参加を要請しました。特に焼っ切り料理をイメージしたチラシは、

大変美味しい感じが出ていまして、その結果、鮮魚店の方は別にして、料理店は昨年44店舗から今回は80店舗と

倍増となりました。ホームページ掲載では、新規店舗の整理や照会確認作業などで、結構手がかかります。

お店の名前、電話番号、営業時間、店休日、カツオ料理あれこれについては、インターネット・ホームページで、「宮

崎初かつおフェア」をクリックしてご覧ください。

来来来来
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幸幸幸幸せプレゼントせプレゼントせプレゼントせプレゼント企企企企画画画画

プレゼント企画については、最近、はがき応募が200通前後で伸び悩んでいま

した。

もっと目玉賞品になれば、応募者が増えるものと思っていましたが、予算的な

ものもあって、積極的な行動が執れませんでした。そのような中にあって、フェ

ニックス・シーガイア・リゾート（株）との交渉過程の中、当実行委員会の下野会

長の後押しで、ペア付き宿泊券の協賛が決定しました。

今回のプレゼント企画は、超目玉です。

シェラトン・グランデ・オーシャンリゾート・ディナー付ペア宿泊券が5名様に抽選

で当たります。

読者の皆さんは、カツオ購入なり、料理店でカツオを食べて、そのレシートをは

がきに貼って、ご家族一同で応募してください。

詳しくは、ポスター、ホームページをご覧ください。

のぼりのぼりのぼりのぼり旗旗旗旗のののの製作製作製作製作

のぼり旗は、これまで二色刷りでしたので、関係者からもっと派出なものを作っ

て欲しいとの要望がありました。見積もりを取ると二色刷りに比べ、四色刷りは

倍くらい予算が違います。悩んでいたところ、鶴の一声!!印刷企画会社の特別な

計らいで、今回、四色刷りが実現し、関係者はすばらしいものができたと、一様

に喜んでいます。 

県県県県庁庁庁庁前楠並木通前楠並木通前楠並木通前楠並木通りにバナーりにバナーりにバナーりにバナー掲掲掲掲出出出出

日本一の近海鰹一本釣り、美味しい初かつお焼っ切りなど、もっともっ

とカツオをPRしようとの意気込みでバナーを制作して、県庁前楠並木

通りにバナーを掲げました。楠並木通りを通行する人、散歩する人、宮

崎県庁を訪問する人などに「宮崎初かつおフェア」をおおいにPRするこ

とができます。そして、これには、手続きとして道路占用許可申請が必

要であり、「子供の初めてのお使い」ではありませんが、手続きに手間

取りました。

プレプレプレプレPRPRPRPR

UMKテレビ番組「ジャガ天2」がこれまでに15年続いて放送され、今年で幕を閉

じる一週間前の3月24日、宮崎初かつおフェア実行委員会事務局は観覧者と

して、参加し、15秒間の「宮崎初かつおフェア2012」の告知を行いました。この

件は、業務部から全漁協に一斉送信にて、告知済みです。

PRPRPRPR用品用品用品用品のののの発発発発送送送送

ポスターやのぼりに案内文等を添えて、3月21日発送予定で、料理飲食店をはじめ、実行委員会委員や関係行政

機関等へ発送先などの整理を行いました。
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漁連では、去る2月20日～2月27日(6日間)本所・各出先において平成23年

度第2回内部監査を実施した。

監査の範囲及び監査方法

(1)組織・事業及び経営の合目適正・合法性について、試査を基礎とした。

監査手続

(1)実査、帳票、証憑書類による計数の突合等

監査実施期間及び所要日数

2月20～21日県北(2日間)

2月20～22日県南(2日間)

2月22～27日県央(4日間)

乃里「ぎょれん丸」では、宮崎で獲れるかつおを県

民に広く味わっていただこうと、3月30日から5月6

日までカツオフェアーとして「かつおづくし定食」(写真)を

提供します。

この機会に是非お立ち寄り下さい。

魚魚魚魚
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はじめにはじめにはじめにはじめに
ワガキなど海水中のプランクトンや懸濁物を餌として利用し成長する「ろ過食性生物」や海水中

の栄養塩を吸収する「海藻類」などの人為的な増養殖により周辺の富栄養化を抑え、漁場環

境の浄化・保全が期待できます。また、餌を与える必要がないなど魚類養殖と比べ労力やコストが少

なくてすみ、これらを複合的に組み合わせることで環境を保全しながら沿岸海域の持続的な利用ととも

に副業的な収入源にすることができるのではないかと考えられます。

そのような中で、水産試験場では、「ろ過食性生物」として現在イワガキを対象として人工種苗生産試

験と養殖試験を行なっています。

イワガキは、タンパク質、ミネラル、ビタミン類など栄養素を豊富に含み、マガキに比べて大型になる外

洋性のカキであり、夏でも食べることができるという特徴があります。また、宮崎県沿岸のカキはイワ

ガキが多いと考えられています。

今回は、平成23年度に実施した人工種苗生産試験の概要とその課題を中心に紹介します。

イイイイ

イワガキのイワガキのイワガキのイワガキの天然採苗天然採苗天然採苗天然採苗とととと人工採苗（人工種苗生人工採苗（人工種苗生人工採苗（人工種苗生人工採苗（人工種苗生産産産産））））のののの長所長所長所長所とととと短所短所短所短所

イワガキの種苗を確保する方法としては、人工採苗（人工種苗生産）と天然採苗の2つの方法があります。

天然採苗は、沿岸海域で天然貝が自然に行なう放卵放精にあわせてホタテ貝殻などを幼生の付着基盤として海域

に吊るし、自然に付着させ、採苗する方法です。この方法で安定して充分量の種苗を得ることができれば最も経済

的だといえますが、毎年の水温状況の影響や浮遊幼生の出現状況、付着基盤の垂下タイミング、効率的に大量に

幼生が得られる場所の選定等解決すべき課題は多く、安定的に付着稚貝を得るに至るには多くの知見の蓄積や

作業が求められ、天候などの不確定な要素も影響してきます。

一方、人工採苗は、さほど自然条件に左右されない状況下で比較的に計画的な採苗ができるという利点があり、天

然採苗が困難とか満足いかない状況では有効な方法です。しかし、良質な親貝を確保しなければならないこと、生

まれた幼生が支障なく生育できる環境、すなわち擬似の自然環境を陸上水槽で作り、維持しなければならないこ

と、また、プランクトンなどの摂餌できる生餌を用意・確保し、適正に給餌しなければならないことなど天然採苗では

かからない手間やコストが必要であるという短所があります。

イワガキのイワガキのイワガキのイワガキの人工採苗（人工種苗生人工採苗（人工種苗生人工採苗（人工種苗生人工採苗（人工種苗生産産産産）方法）方法）方法）方法のののの概概概概要要要要

水産試験場では平成21年度から計画的で効率的な種苗の確保を優先目標として人工種苗生産試験を行なってお

り、今年度はこれまで得られた採苗方法や採苗条件を基に給餌量を調整することで生産個数の増加を試みまし

た。

以前も本コーナーにてご紹介していますが、人工種苗生産では、まず成熟母貝を用意し、生殖腺に切れ込みを入

れ、そこから卵や精子を染み出させて採るという「切開法」を用いています。集めた卵と精子を混ぜて一定時間受精

を行い、その後、洗卵、さらに12～14時間ほど初期培養を行い、浮上してきた元気な浮遊幼生を集め、500L水槽1

槽に1個／mlの密度で50万個を収容します。その後、浮遊幼生期間の約25日間と更に、水槽内に付着基盤としてホ

タテ貝殻を吊した付着幼生・付着稚貝期間の約10日間、毎日、水温・水質測定と給餌量調整を行ないつつ、2、3日

おきに、あるいは毎日飼育水の交換を行い、生育と付着を行なわせます。

ホタテ貝殻への付着までたどり着けば、ある程度安心できますが、その前の付着までの長い浮遊幼生期間中に起

こる減耗や大量へい死をどう防ぐかということがもっとも大きな課題となります。
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平成平成平成平成23232323年度年度年度年度イワガキイワガキイワガキイワガキ人工種苗生人工種苗生人工種苗生人工種苗生産産産産試試試試験験験験結果結果結果結果とととと、安定的、安定的、安定的、安定的かつかつかつかつ効効効効率的生率的生率的生率的生産産産産のためののためののためののための課題課題課題課題

今年度は、6月21日を皮切りに8月22日開始の5ラウンドまで5回採苗を試み、5ラウンド目で約1万5千個の付着稚貝

(ホタテ原盤480枚分)を得ることができました(対前年約20倍)(図1)。

図1 人工種苗付着ホタテ貝殻連例(H24.1.16)及び同付着ホタテ貝殻例(H24.3.9)

途中減耗で生産を断念した1～4ラウンドについては、1ラウンド目が6月半ばで水温が20℃前後と低かったこと、ま

た、その後のラウンドも親貝が十分成熟していなかったことが主な原因ではないかと考えています。良質卵を得た5

ラウンド目は、昨年度の知見に基づき給餌量を一定以上に調整することで順調に推移しました。それでも、水質悪

化や原虫発生により一部の水槽で大量へい死が発生するなど、確実な、安定した生産を行なうにはいくつかのハ

ードルがあることが再認識されました。今年度、水槽内の浮遊幼生の飼育密度や給餌量の調整等によりある程度

の稚貝を得ることができましたが、いくつかの課題がみえてきました。

良質卵良質卵良質卵良質卵をををを得得得得るためのるためのるためのるための親貝親貝親貝親貝のののの確保確保確保確保とととと選選選選択択択択

まず、大切なことは、十分に成熟した親貝をタイミングよく用いること。このためには、普段から親貝候補を数多く確

保・養成しておき、飼育水温状況と、別に用意したモニター用カキの生殖腺の発達状況から採卵・採精タイミングを

予測し、できる限り多くの親貝を使い、その中でも状態のよいものを複数選択して用いるという方法が考えられま

す。今回5ラウンドで用いた親貝を図2に示しましたが、軟体部が大きく膨らみ、図3左側のように生殖腺(断面の白い

部分)が発達していました。図3右側の4ラウンド親貝(採苗不調)でも高い発達状態にあると思われましたが、この程

度でもうまくいかず、親貝選択の重要性を痛感したところです。

図2 5ラウンド使用親貝と選択貝(赤丸♀、青丸♂)(右図:♀拡大、軟体部重量85g)

5R 4R
図3 5ラウンドﾞ親貝(左)と4ラウンド親貝(右)の生殖腺発達状況(断面)
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飼育水飼育水飼育水飼育水のののの水質水質水質水質悪悪悪悪化防止化防止化防止化防止とととと原虫類繁殖原虫類繁殖原虫類繁殖原虫類繁殖対対対対策策策策

次に、カキ幼生の成育に悪影響を及ぼす水槽内の水質悪化や原虫類の繁殖(図4、5)を抑えるために、飼育水の交

換方法(使用メッシュフィルタの選択など)、原虫の効果的な除去方法を模索し、よりよい方法を選択する必要があり

ます。また、飼育水温が低いと幼生の生育が遅くなり、初期の弱い時期が長引くことで減耗しやすくなると考えられ

るので海水温より暖かい外気やヒーターを用いて加温調整を行なうことが有効と考えられます。

図4 突然大量へい死した浮遊幼生 図5 沈殿ごみと原虫類の繁殖

浮遊幼生浮遊幼生浮遊幼生浮遊幼生のののの効効効効率的付率的付率的付率的付着着着着のののの制御制御制御制御

浮遊幼生期を何とかクリアしても終盤のホタテ貝殻への付着において、1水槽あたりできるだけ多くのホタテ貝殻

に、多すぎず少なすぎず、さらに均一に付着させることが求められます。その後の生育を考慮すると、おおむねホタ

テ貝殻1枚(表裏)に20個から30個のかたよりのない均一な付着が適正と考えられています。 1水槽あたりの付着個

数を増やすには、水槽へのホタテ貝殻の投入数を増やすことで見込めますが、一方で貝殻が障害物となり飼育水

の動きが滞り、急速な水質悪化を起こすことが懸念されます。また、図6のように、1ホタテ貝殻あたりの付着数が少

なすぎたり、多すぎたりして、せっかく採苗した稚貝が無駄になったり、効率の悪い養殖になってしまいます。 今後、

他県事例のエアレーション方法の改善やホタテ貝殻の前処理などの方法を参考にして対策を検討していきたいと

考えています。

過多 数適正 過少

図6 ホタテ貝殻へのイワガキ稚貝の付着状況 

今後今後今後今後のののの方向方向方向方向

水産試験場では、ご紹介した人工種苗生産試験のほか、生産した種苗を用いて養殖試験を行なっており、海域(場

所)による成長の違いや、夏場に成長が悪くなること、減耗が発生しやすいことなどがわかってきました。減耗には、

夏場の水温上昇、貝の生理、貝を食害するヒラムシの影響等が考えられ、対策を視野に効率的な養殖方法を検討

していきたいと考えています。 本県沿岸で行なわれている魚類養殖に加え、複合的にイワガキや海藻類の養殖を

行なうことで「漁場環境の保全と同時に副収入も得る」、このような展開の実現をめざして試験を行なっていきたいと

思います。

7777日日日日
宮城県農林水産部長らによる知事表敬訪
問

29292929日日日日
水産業・漁村振興協議会儲かる水産業実現PJ専門部
会

23232323日日日日 第353回宮崎海区漁業調整委員会
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崎県旋網漁業組合(組合長 菅野 教義)は、平成24年2月8日(水)延岡市延岡ロイヤルホテルにおいて、平成

24年度通常総会を開催した。

[第1号議案]平成23年度事業報告及び収支決算書の承認について

[第2号議案]平成24年度事業計画及び収支予算書(案)の承認について

[第3号議案]平成24年度賦課金額及び徴収方法の決定(案)について

を審議し、原案通り承認決定した。尚、総会終了後宮崎県水産試験場福田主任研究員及び渡慶次(ﾄｹｼ)主任技師

より「2012年上半期のイワシ、アジ、サバ漁海況予報」について研修会を実施した。

宮宮宮宮

成24年2月10日に漁連会議室において役員会を開催した。事務局より平成23年度事業報告及び収支決算

の報告を行ったのち、平成24年度の事業計画及び収支予算書(案)についての説明を行った。平成24年度

は親善球技大会は県央(宮崎市)で開催することや、幹部移動研修会の実施について等を、総会に諮ることを決定

した。

平平平平

る2月17日、資源管理計画の普及講習会が大阪において行われた。

発表内容は下記の通り去去去去
1)千葉県夷隅東部漁協におけるイセエビ資源管理の実態

2)岡山県日生町漁協における資源管理と直売による付加価値向上の取組

3)大阪湾(神戸)におけるいわし・いかなご船びき網漁業の資源管理について

4)混獲回避漁具の開発による資源管理について

5)我が国の資源管理の特性について

崎県漁協職員連絡協議会(副委員長・片伯部)は、2月18日(土)延岡サンボウルにおいて、県北地区漁協職

連会員41名のもと、平成23年度宮崎県漁協職連県北地区ボウリング大会を開催した。

結果は次のとおり。

宮宮宮宮
地地地地区区区区 県北地区 日時日時日時日時 平成24年2月18日(土) 場所場所場所場所 延岡サンボウル 

参参参参集範集範集範集範囲囲囲囲 JF北浦～JF日向市 参参参参加者加者加者加者数数数数 41名

優勝優勝優勝優勝 甲斐守昭(JF延岡市) 2222位位位位 土肥和人(JF延岡) 3333位位位位 阿部雅芳(JF延岡市)

団団団団体優勝体優勝体優勝体優勝 JF延岡市 

8888日日日日 宮崎県旋網漁業組合総会 10101010日日日日 漁青連役員会

15151515日日日日 宮崎県漁政対策委員会第4回委員会・ロケット打上げに関する事前協議 20202020～～～～27272727日日日日 内部監査実施

21212121日日日日 宮崎県漁協役員合同研修会
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